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１　明治憲法の特色
1．憲法…国民の権利や国の責務，統 (とう)治 (ち)のしくみなどを定めた国の基本法（最高法規）。国民の権利・自由を守るために，国家権力の制限を目的として制定
・①　　立憲主義　　…憲法に基づいて国の政治を行うという考え方
2．大日本帝国憲法（明治憲法）（1889年発 (はっ)布 (ぷ)，1890年施行）…日本初の①に基づく憲法（外見的立憲主義）。天皇によって制定された②　　欽定憲法　　
・基本原理…③　　天皇主権　　。天皇は国の元首として統治権を総攬 (そうらん)。幅広い
④　　天皇大権　　（⑤　　統帥権　　の独立など）
・｢⑥　　臣民　　の権利」…人々の権利や自由は天皇が恩恵 (おんけい)として与えたもの
→法律で制限可能（⑦　　法律の留保　　）…⑧　　治安維持法　　などで制限

２　日本国憲法の制定
・日本の降伏 (こうふく)（1945年8月）…⑨　　ポツダム宣言　　を受け入れる
→⑩　　連合国軍総司令部　　（GHQ）最高司令官マッカーサー…憲法改正を示唆 (しさ)
→憲法の改正作業に着手し，⑪　　松本案　　を提出するが拒否される
→マッカーサー草案をもとに帝国憲法改正案を議会に提出（一部修正を行う）
→日本国憲法の成立…1946年11月3日公布，1947年5月3日施行

３　日本国憲法の基本原理
1．⑫　　国民主権　　…前文で宣言，第1条で明記→議会制民主主義の採用
2．⑬　　基本的人権　　の尊重…「侵 (おか)すことのできない永久の権利」と規定
3．⑭　　平和主義　　…戦争の放 (ほう)棄 (き)・戦力の不保持・交戦権の否認（第9条）
♣天皇の地位と役割…⑮　　象徴天皇制　　＝天皇は日本国および日本国民統合の象徴。内閣の助言と承認のもと，憲法で定めた⑯　　国事行為　　のみを行う

４　憲法の平和主義
1．前文…⑭の理念を掲 (かか)げる。平和的生存権を確認し，国際協調主義の立場も宣言
2．第9条…前文の理念を具体化→戦争の放棄，戦力の不保持，交戦権の否認
♣自衛権（⑰　　個別的　　自衛権と集団的自衛権）…外国からの急迫不正な侵害に対し，自国防衛のために必要な実力を行使する権利。憲法に否定する規定はない

５　憲法と自衛隊
1．第二次世界大戦後…東西対立（冷戦）の激化→朝鮮戦争勃発（1950年）
→GHQの警察予備隊創設指令→保安隊に改 (かい)組 (そ)→⑱　　自衛隊　　創設（1954年）
・最高裁判所…⑱が憲法違反かどうかについての憲法判断を下したことはない
2．⑱に関する裁判…恵 (え)庭 (にわ)事件，長沼ナイキ基地訴 (そ)訟 (しょう)，百 (ひゃく)里 (り)基地訴訟など
step　政府は憲法第9条の「戦力の不保持」に関して，⑱をどう説明しているか。
⑲　　自衛隊は「自衛のための必要最小限度の実力」であり，第9条で保持を禁止している「戦力」にあたらない。	
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